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弘前学院大学長吉岡利忠

北東北に位讃する弘前学院大学は、現在、文学部、社会福祉学部、看護学部の3学部およ

び社会福祉学研究科および文学研究科の 2大学院研究科を有する総合私立大学になりまし

その社会福社学研究科人間福祉専攻修士課程を諺了し

めでたく子IJ汗されることになりました。このことは、

第一号に寄穣できることは誠に光栄なことであり

大学院生の詳細な調査、研究、文献検索はもとより、

による論文抄諒集第一号が、

として拐めてのことです。ま

さ事です。

としての体裁、最初の一行から

最後の句点までを担当教員の絶え間なく並々ならないご指導によってここに論文集第一時と

してまとめられました。担当教員の方々には深く感謝いたしております。

各大学院生がまとめた論文題名に表されるように、それぞれ大変興味ある内容が盛ちれて

います。その論文は、読む方々を捻らせるものだと高く評髄しています。日頃、論文題名が

極めて重要なファクターであると考えており、その論文題名が興味をそそるものであるかど

うか全てを表現しており論文の中身を開くか関かないかに係っているようです。例えば、研

究費を大学外あるいは研究所外に求めるとき、すなわち競争的研究費獲樗にあたり、申請研

究内容が短い題名の中にきちんと盛り込まれているかどうかが最も重要な点になります。

度々、申請書の審査をするにあたり考えていることです。数多くの申請書が手元にくると、

どうしても題名が光ったものに日が行くでしょう。その申請欝の中身そ読もうとする気が起

こるものです。その内、ほんの僅かな数の申請書が研究助成を受けることになるわけです。

本号に論文を載せ大学院そ修了した方々は、これかち博士論文、原著、総説などを作成す

る機会もあるでしょう。題名については、熟考して付けるようにしたいものです。

今後、本論文抄録集は多くの専門分野の研究者の自に付くことになりますし、関謀部課署

にも配布され、 00の機関にも探管されることになるでしょう。論文は厳しく評錨されること

ともなり、本人にその結果がフィードパックされるでしょう。そのことを真撃に受け止め、

次なるステッフ。に進んで、行ってほしいものです。また、本論文集は、社会福祉学研究科をこ

れから修了する後輩へ先輩としてのよさ手本そのものです。

弘前学院大学大学院在学中に立派な論文を纏め上げ、修了証書を受けるときには、こみ上

げるものがあるはずです。




